
化　学鉄　鋼

つくろう！日本

「
ス
ラ
グ
」
利
用
を
提
案

　
新
日
本
製
鉄
な
ど
鉄
鋼
各
社
が
、
製
鋼
工
程
の
副
産

物
「
ス
ラ
グ
」
を
東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
役
立
て
よ

う
と
利
用
の
提
案
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
鉄
鋼
ス
ラ
グ

は
年
間
約
４
０
０
０
万

も
の
供
給
量
が
あ
り
、
各
種

産
業
副
産
物
の
中
で
も
代
表
格
だ
。
副
産
物
は
地
味
な

存
在
と
い
え
る
が
、
震
災
復
興
に
貢
献
す
る
資
材
と
し

て
名
乗
り
を
挙
げ
て
い
る
。
一
方
、
海
外
展
開
で
は
製

鉄
所
建
設
構
想
の
具
体
化
を
慎
重
に
進
め
る
。

つばさ杭で建物が液状化に耐えるデモ
実験（ＪＦＥスチールの研究拠点）

新日鉄などの技術の連携でヘドロを
改質処理した土（ 年９月に実施し
た仙台市宮城野区での実証試験）

津波のヘドロ改質新日鉄など

地盤空洞埋め修復ＪＦＥスチール

国際展開を加速させる石化各社の主な製品

三 菱 化 学
リチウムイオン二次電池用電解
液の世界シェアを 年に ％、
負極材を ％に

三菱レイヨン ＭＭＡモノマーの世界シェアを
年に７ポイント増の ％に

旭 化 成

アクリロニトリルのアジアシェ
アを 年に ポイント増の ％
に、Ｓ－ＳＢＲの世界シェアを
年に８ポイント増の ％に

三 井 化 学

高機能不織布のアジアシェアを
年に ポイント増の ％に、

ＰＰコンパウンドの生産能力を
年度に世界一に

宇 部 興 産 リチウムイオン二次電池用電解
液の世界シェアを 年に ％に

　
石
油
化
学
製
品
は
自
動
車
や
家
電
の
部
材
か
ら
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
食
品
容
器
に
至
る
ま
で
日
常
生
活
に
欠
か

せ
な
い
製
品
の
原
材
料
と
な
る
。
三
菱
化
学
な
ど
石
化

業
界
は
東
日
本
大
震
災
で
鹿
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

茨
城

県
神
栖
市

な
ど
製
造
プ
ラ
ン
ト
が
被
災
。
生
産
が
停

止
し
た
こ
と
で
食
品
包
装
用
フ
ィ
ル
ム
な
ど
石
化
製
品

を
原
料
と
す
る
部
材
の
供
給
が
滞
り
、
納
豆
な
ど
一
部

製
品
が
市
場
か
ら
消
え
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
品
不
足

は
プ
ラ
ン
ト
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
て
早
期
に
稼
働

さ
せ
た
た
め
、
震
災
か
ら
数
カ
月
で
解
消
し
た
。

震
災
２
カ
月
後
に
復
旧
を

果
た
し
た
三
菱
化
学
鹿
島

事
業
所

中
央

海
外
市
場
高
シ
ェ
ア
獲
得
へ

プラント被害最小に
石
化
製
品
不
足
、
早
期
に
解
消

　
鹿
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
主

力
石
化
プ
ラ
ン
ト
と
な
る
三

菱
化
学
鹿
島
事
業
所
は
、
東

日
本
大
震
災
を
受
け
設
備
が

自
動
停
止
し
た
。
こ
の
た
め

製
造
設
備
内
の
配
管
に
は
可

燃
物
質
や
毒
性
ガ
ス
が
残

存
。
爆
発
・
炎
上
を
防
ぐ
に

は
配
管
内
に
窒
素
を
供
給
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
電

力
と
工
業
用
水
が
震
災
で
途

絶
え
供
給
設
備
を
運
転
で
き

な
か
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
鹿
島
事
業
所

は
数
日
分
の
在
庫
が
あ
っ
た

保
安
用
の
液
体
窒
素
を
自
然

蒸
発
さ
せ
、
膨
張
圧
で
窒
素

を
供
給
す
る
緊
急
措
置
を
決

断
。
震
災
翌
日
に
は
供
給
設

備
の
稼
働
が
再
開
し
、
爆
発

事
故
の
懸
念
を
払
し
ょ
く
。

震
災
２
カ
月
後
の
５
月

日

に
は
エ
チ
レ
ン
製
造
設
備
の

稼
働
が
再
開
し
た
。

　
鹿
島
事
業
所
は
石
油
化
学

製
品
の
基
礎
原
料
と
な
る
エ

チ
レ
ン
を
生
産
す
る
国
内
最

大
級
の
プ
ラ
ン
ト
。
爆
発
事

故
が
起
き
て
い
れ
ば
長
期
間

の
稼
働
停
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
日
常
生
活
だ
け
で
な
く

自
動
車
な
ど
の
産
業
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
る
と
こ
ろ

だ
っ
た
。
窒
素
供
給
設
備
を

早
期
稼
働
さ
せ
た
鹿
島
事
業

所
の
対
応
が
、
こ
う
し
た
事

態
を
防
ぎ
震
災
復
興
に
一
役

買
っ
た
。

　
た
だ
、
国
内
の
石
化
業
界

は
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い

る
。
２
０
１
１
年
の
国
内
エ

チ
レ
ン
生
産
量
は
前
年
比
４

・
７
％
減
の
６
６
９
万
２
０

０

と
１
９
９
４
年
以
来
、

年
ぶ
り
に
６
７
０
万

を

下
回
っ
た
。

　
ま
た
円
高
、
原
燃
料
価
格

高
な
ど
７
重
苦
に
よ
り
国

際
競
争
力
が
低
下
。
最
新
設

備
の
稼
働
が
相
次
ぐ
中
国
や

中
東
の
猛
追
も
あ
り
、
エ
チ

レ
ン
な
ど
汎
用
の
石
化
製
品

よ
う

は
ん

で
は
今
後
の
成
長
を
描
き
に

く
い
の
が
実
情
だ
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
内
石
化

各
社
は
国
際
競
争
力
を
持
つ

主
力
製
品
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
に
力
を
注
ぐ
。
三
菱
レ
イ

ヨ
ン
は
ア
ク
リ
ル
樹
脂
な
ど

の
原
料
と
な
る
メ
タ
ク
リ
ル

酸
メ
チ
ル

Ｍ
Ｍ
Ａ

モ
ノ

マ
ー
の
生
産
を
韓
国
や
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
増
強
。

年

末
の
年
産
能
力
を
現
状
比
２

割
増
の
１
８
０
万

に
引
き

上
げ
、
世
界
シ
ェ
ア
を
同
７

増
の

％
に
す
る
。

　
旭
化
成
は
自
動
車
部
材
な

ど
に
使
う
合
成
樹
脂
の
原
料

ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル

Ａ

Ｎ

の
生
産
能
力
を
韓
国
や

中
東
で
拡
充
。

年
の
生
産

能
力
を
１
４
０
万

と

年

末
比
で
倍
増
し
、
ア
ジ
ア
シ

ェ
ア
１
位
に
す
る
。

　
三
井
化
学
も
自
動
車
バ
ン

パ
ー
な
ど
に
使
う
ポ
リ
プ
ロ

ピ
レ
ン
樹
脂
混
練

Ｐ
Ｐ
コ

ン
パ
ウ
ン
ド

を
タ
イ
や
ブ

ラ
ジ
ル
で
増
産
。
現
在
の
世

界
シ
ェ
ア
は

％
で
２
位
だ

が
、

年
度
に

万

体
制

を
構
築
し
世
界
一
を
目
指

す
。

　
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
新

興
国
の
需
要
拡
大
を
取
り
込

も
う
と
す
る
一
方
で
、
国
内

で
は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次

電
池
、
太
陽
電
池
な
ど
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
素
材
の
生
産

投
資
が
相
次
い
で
い
る
。
有

機
薄
膜
太
陽
電
池
、
有
機
エ

レ
ク
ト
ロ
・
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン

ス

Ｅ
Ｌ

照
明
な
ど
５
―

年
後
の
製
品
化
が
見
込
め

る
研
究
開
発
も
活
発
化
。
国

内
拠
点
は
苦
境
の
中
で
も
、

近
未
来
の
生
活
を
変
え
る
環

境
対
応
型
の
次
世
代
化
学
品

の
開
発
・
生
産
で
存
在
感
を

発
揮
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

　
新
日
本
製
鉄
は
新
日
鉄
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

東
京
都

品
川
区

と
共
同
で
、
津
波

に
よ
っ
て
陸
に
打
ち
上
げ
ら

れ
た
泥
土

ヘ
ド
ロ

を
改

質
す
る
提
案
を
進
め
て
い

る
。
鋼
チ
ェ
ー
ン
が
ぐ
る
ぐ

る
回
る
独
特
の
構
造
の
混
合

・
破
砕
機
に
ヘ
ド
ロ
を
投
入

し
、
鉄
鋼
ス
ラ
グ
を
主
成
分

と
す
る
材
料
「
カ
ル
シ
ア
」

を
ヘ
ド
ロ
に
対
し
体
積
比
で

２
―
３
割
混
合
す
る
。
同
混

合
・
破
砕
機
内
で
ヘ
ド
ロ
中

の
が
れ
き
を
取
り
除
き
な
が

ら
、
泥
土
の
シ
リ
カ
成
分
と

ス
ラ
グ
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
分

が
水
和
固
化
し
て
盛
り
土
な

ど
に
使
え
る
性
状
の
路
床
材

に
改
質
す
る
。
や
っ
か
い
な

ヘ
ド
ロ
が
、
現
地
の
復
旧
資

材
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

　
両
社
の
提
案
を
受
け
、
国

土
交
通
省
は
被
災
地
ヘ
ド
ロ

を
改
質
し
た
１
４
０

分
を

試
験
採
用
。
仙
台
港
岸
壁
復

旧
工
事
の
地
盤
か
さ
上
げ
に

用
い
、
性
能
面
や
施
工
性
な

ど
を
確
認
し
た
。

　
「
カ
ル
シ
ア
に
よ
る
ヘ
ド

ロ
処
理
費
用
は
１
立
方

当

た
り
４
０
０
０
―
５
０
０
０

円
」

新
日
鉄

。
ヘ
ド
ロ

を
改
質
処
理
せ
ず
に
廃
棄
物

処
分
す
る
場
合
の
費
用
は
同

約
４
万
円
で
、
さ
ら
に
そ
の

量
に
相
当
す
る
復
旧
土
砂
を

購
入
す
れ
ば
同
２
０
０
０
―

３
０
０
０
円
か
か
る
。
今

後
、
ゼ
ネ
コ
ン
と
の
連
携
を

探
り
、
本
格
受
注
を
計
画
。

大
震
災
に
よ
る
津
波
堆
積
土

せ
き

た
い

の
量
は
青
森
、
宮
城
、
千
葉

県
な
ど
被
災
６
県
合
計
で
推

定
１
３
０
０
万
―
２
８
０
０

万

に
上
る
と
い
わ
れ
、
低

コ
ス
ト
で
効
率
的
な
解
決
が

実
現
す
る
と
み
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
は
液
状

化
し
て
で
き
た
地
盤
空
洞
部

分
を
埋
め
て
修
復
す
る
材
料

「
ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ウ
ト
」
を

開
発
し
た
。
モ
ル
タ
ル
の
よ

う
な
性
状
で
、
主
成
分
は
鉄

鋼
ス
ラ
グ
、
高
炉
セ
メ
ン

ト
、
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト

粘
土

鉱
物

。
流
動
性
を
高
め
る

た
め
水
と
界
面
活
性
剤
に
よ

る
気
泡
を
適
度
に
練
り
込

み
、
空
洞
部
の
隅
奥
ま
で
流

れ
込
み
や
す
く
し
た
。
固
化

後
の
強
度
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の

分
の
１
程
度
で
、
地
中

部
の
水
道
管
や
各
種
配
管
を

傷
め
る
懸
念
が
小
さ
い
。

　
実
際
に
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

の
東
日
本
製
鉄
所
京
浜
地
区

川
崎
市
川
崎
区

で
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
起
き
た

局
部
的
液
状
化
と
経
年
使
用

の
圧
密
で
で
き
た
地
盤
空
洞

部
の
修
復
に
約
２
０
０
０
立

方

分
を
適
用
し
た
。
水
が

わ
き
出
し
た
部
分
で
も
分
離

す
る
こ
と
な
く
良
好
に
充
て

ん
。
「
混
ぜ
方
の
工
夫
で
、

き
れ
い
に
広
が
る
材
料
に
な

っ
た
」

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

研
究
所

と
い
う
。
今
後
、

他
社
と
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
組

ん
で
復
興
案
件
で
の
採
用
を

目
指
す
。

　
ま
た
同
社
に
は
鋼
管
杭
に

円
盤
状
の
羽
を
つ
け
た
独
自

製
品
つ
ば
さ
杭
も
あ
る
。

津
波
を
受
け
て
も
非
液
状
化

地
盤
で
が
っ
ち
り
保
持
す
る

建
材
と
し
て
提
案
。
こ
れ
ら

復
興
対
策
提
案
に
つ
い
て
、

京
浜
地
区
に
構
え
る
オ
ー
プ

ン
型
研
究
拠
点
「
Ｔ
Ｈ
ｉ
Ｎ

Ｋ
　
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ

シ
ン
ク

ス
マ
ー
ト

で
一
堂
に
デ
モ

展
示
す
る
体
制
を
整
え
た
。

　
国
内
の
鉄
鋼
需
要
は
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前
の

年

度
、
粗
鋼
ベ
ー
ス
の
見
か
け

消
費
で
８
５
５
８
万

だ
っ

た
。
そ
れ
が
今
や
７
０
０
０

万

台
を
割
り
、
超
円
高
で

年
度
以
後
も
伸
び
る
材
料

が
見
あ
た
ら
な
い
。
そ
れ
だ

け
に
復
興
関
連
で
の
鋼
材
、

ス
ラ
グ
の
需
要
は
久
し
ぶ
り

に
力
が
入
る
国
内
案
件
だ
。

　
高
炉
各
社
は
国
内
の
事
業

基
盤
を
極
力
維
持
し
つ
つ
、

成
長
す
る
新
興
国
の
鉄
鋼
需

要
を
追
い
か
け
て
海
外
で
の

一
貫
製
鉄
所
の
建
設
を
志
向

す
る
。
だ
が
新
興
国
も
成
長

鈍
化
の
局
面
に
さ
し
か
か

り
、
大
型
投
資
の
判
断
は
難

し
く
な
っ
て
い
る
。

　　 ２０１２年 平成２４年 １月３１日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）


